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研究の背景 

•地域包括ケアシステムの推進により、医療・介護
サービスの提供の場は病院から在宅へと移行 

 

 

•訪問看護の利用対象者は重度化・多様化・複雑化
している 



研究の背景 

•訪問看護ステーション及び訪問看護師の数は
2012年より急増しているが、地域偏在があること
や、今後利用者の増加を考慮すると充足している
とはいえない（全国訪問事業協会,2015）。 



研究の背景 

•訪問看護師は独りで利用者宅を訪問してアセスメ
ントや処置を行うことが多く、研修の充実と共に、
実践場面では専門性の高い看護師の支援体制が
必要である。 



研究の背景 

•認定看護師が同行訪問した場合に診療報酬算定
が認められるようになり、専門性をもった看護師に
よる訪問看護サービスの質向上が期待されている。 

 

• しかし、同行訪問は地域や時間的な制約を含め、
地域活動への拡大には時間、業務量などの面で
課題がある。 

 



研究の背景 

•訪問看護師の知識・技術を補完し、利用者の多様
なニーズに対応するためには、専門的な知識と技
術を持った看護師の介入が有効である。 

 

 

• そこで、認定看護師が活動範囲を拡大し、在宅看
護の質を高めていくための基礎調査を行うこととし
た。 

 



研究目的 

•訪問看護師が、支援を要する専門看護分野と専
門性を持った看護師（認定看護師）に望むことを明
らかにし、認定看護師の地域活動拡大に向けての
示唆を得る。 

 



対象 

•愛知県、岐阜県、三重県内の訪問看護ステーショ
ンに勤務する訪問看護師から無作為に抽出した
1500名。 

 



研究方法 

•期間：2016年7月～2016年9月 

•調査方法：自記式質問紙調査（郵送法） 

•分析方法：テキストマイニング 

 （NTT数理システムText Mining Studioを使用） 

 



調査項目 

属性 

•看護師経験年数 

•訪問看護経験年数 

•性別 

質問内容 

•訪問時に支援を必要とする認定看護分野 

•支援を必要とする内容 

•病院の認定看護師に望むこと 

 



倫理的配慮 

•質問紙は、個人の自由意思により、研究の趣旨及
び協力に同意した場合のみ回答し、個人で投函す
る方法を取った。 

•質問紙には、所属施設及び個人が特定される内
容は含まないよう配慮した。 



結果 

•回答数 274部 
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属性（看護師経験年数） 

(n=274) 

看護師経験は10～20年代と経験年数の長い看護師
が多くを占めた。 



属性（訪問看護師経験年数） 

(n=274) 

訪問看護師経験は、1～5年と経験の短い看護師
が多くを占めた。 



結果（TMSによる分析項目） 

•延べ単語数 1283語 

•単語種別数 545語 



相談・指導を受けたい認定看護分野（複数回答） 

21の認定看護分野で、相談・指導を受けたい分野は「皮膚・排
泄ケア」「緩和ケア」「摂食・嚥下障害看護」の順であった。 



単語頻度分析 

相談、指導、指導したい、アドバイスなど支援を求める単語
が多い。 



評判抽出（高評語ランキング） 



評判抽出（不評語ランキング） 



評判抽出（総合評価） 



単語頻度解析（訪問看護経験年数別） 



特徴語抽出（訪問看護師経験5年未満） 

カンファレンス、開きたい、相談できる、相談したいな
ど、認定看護師と直接やりとりを望む。 



特徴語抽出（訪問看護師経験5～10年未満） 

連携、忙しい、難しい 



特徴語抽出（訪問看護師経験10～15年未満） 

入院中、退院後など経時的な関係や患者、家族
など看護の対象者が抽出 



特徴語抽出（訪問看護師経験15～20年未満） 



対応バブル分析（訪問看護師経験年代別） 



ことばネットワーク 

ケアそのもの、訪問看護師側の現状、 
勉強会の開催、退院後のフォロー、相談 



考察 

•訪問看護経験の短い看護師では、認定看護師に
対して知識・アセスメント・技術等直接的な支援を
望んでいる。 

•訪問看護経験が長くなるほど、患者・家族を含め
た包括的な連携を望んでいる。 



結論 

•訪問看護師は、様々な場面で専門性を持った看
護師への支援を求めている。 

•地域包括ケアシステムを推進し、質の高い看護
サービスを提供するためには、専門性を持った看
護師を地域全体で活用することが必要である。 
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